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農山漁村等地域の活性化のための融資をはじめとする支援 

 

(2) 農機具等購入応援事業 

ＪＡバンク山形県(山形県) 

 

新規 継続 

○ 
 

（平成 年 月） 

 

1 動機 

（経緯） 

環境認識・課題 

山形県域は、米主産県であることに加え、果樹の一大産地。また、園芸品目

についても今後の産地づくりに向け取り組んでいます。 

上記すべての農産物について、農業生産者の高齢化、生産コストの高止まり、

後継者不足等から生産基盤は縮小しつつあります。 

担い手への農地の集約を図って行く中で、規模拡大に伴う農機具等の購入

が、担い手経営者の経営の大きな負担となってます。 

以上を踏まえ、一定規模以上（助成限度額および地域の担い手となり得る規

模等を勘案し設定）の農家が、新規に農機具等を購入する場合に、その購入

代金の一部を助成することとしました。 

また、助成割合・上限は、全国事業と比較してより多くの農業者に対して支

援を行うことを目的に設定しました。 

 

2 概要 1事業目的 

本事業は、本県の地域農業を支える中核的担い手である農業者等に対し、農

業生産において大きな費用負担となっている農機具等の導入に際して、購入

費用の一部を助成します。これによって、生産基盤の維持・強化し、農業者

の所得増大を図ることを目的としています。 

施主体はＪＡグループ山形 地域・担い手サポートセンターとし、JAグルー

プ山形一体となって取り組みます。 

2実施時期 

平成 28年 8月から平成 31年 3月まで 

なお、具体的な募集にあたっては、上記期間内で任意の期間を設定していま

す。             

【第 1回】募集期間 平成 28年 8月 1日～平成 28年 8月 31日 

     募集額 240百万円 

【第 2回】募集期間 平成 28年 12月 1日～平成 29年 1月 13日 

募集額 115百万円 
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3事業対象者 

農業者、集落営農組織、農業法人、JA出資法人としています。 

3 成果 

（効果） 

1実施結果 

【第 1回】 募集額：240百万円 決定額：149百万円 

  残額： 91百万円 

対象物件価格：717百万円 融資見込額：540百万円 

【第 2回】 募集額：115百万円 決定額： 83百万円 

 残額： 32百万円 

対象物件価格：526百万円 融資見込額：300百万円 

（第１回募集残額 91 百万円にアグリシードリースの辞退等に伴

う追加額 24百万円を加算して第 2回募集実施） 

【合 計】 助成額：232百万円 残額：32百万円   

対象物件価格：1,243百万円 融資見込額：840百万円 

4 今後の予

定（課題） 

1平成 29年度実施 

事業期間が平成 28 年 8 月から平成 31 年 3 月までとなっていることから平

成 29年度において第 3回目の募集を実施します。 

【第 3回】 募集期間：平成 29年 7月 3日～平成 29年 7月 31日 

募集額：37百万円  

（第 2 回募集残額 32 百万円にアグリシードリースの辞退等に伴

う追加額 5百万円を加算して第 3回募集実施） 
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